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このイラストは、小林高校２年生
海
かいぞう

蔵楓
ひ な

寧さんが（当時・永久津中３
年生）小林市の活性化を願い作成し
たものです。市の自然（花、星、水、
蛍）がモチーフになっています。

も応援。
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こばやし協働

協働により「九州一  安心安全なまち  小林市」
を目指して
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安心安全で魅力ある地域づくりを目指して
細野中学校区の地域支援員と地域担当職員が決定！

９月６日、細野中学校区の地域支援員と
地域担当職員が決まり、市役所４階大

会議室で委嘱状と辞令が交付されました。地
域支援員は、地域担当職員と連携しながら、
地域の魅力や課題を発掘し、安心安全で魅力
あるまちづくりを推進します。地域担当職員
は、協働によるまちづくりの一環で、地域と
ともに「悩み・考え・行動する」ことで、行

政としての役割を果たすことが目的。配置さ
れた職員は、地域の魅力や課題を再発見する
活動などを通じて、地域の自主的なまちづく
りを支援します。地域担当職員のチームリー
ダーを務める倉園市民生活部長は「大災害が
発生したときに、住民の命を守るのは自助と
共助。日ごろから地域のきずなが強まるよう
頑張っていきたい」と意気込みを語りました。
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きずな協働体

細野中学校区の地域支援員と地域担当職員

【地域支援員・敬称略・役職略】
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このコーナーでは、九州一安心安全なまちづくりを目指す小林市で活躍する人やその活動など、
協働のまちづくりに関する情報を提供します。
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人 口減少などが進む本市に、都市部の人
が移住し、地域活性化を支援する「小

林市地域おこし協力隊員」を９月１日付で委
嘱しました。委嘱を受けたのは、東京都から
やってきた伊

い と う

藤斉
ひとし

さん（前職・デザイナー）、
松
ま つ せ

瀬健
け ん じ

治さん（同・福祉施設勤務）、瀬
せ お

尾
絵
え み

美さん（同・営業事務）の３人。隊員らは
これまでの経験や知識を生かし、地域資源を
活用した商品開発やブランド化の支援、地域
活動の支援などに取り組んでいきます。

市内ＮＰＯ法人間で連携を
県内初の連絡会を設立

左から、肥後市長、伊藤さん、松瀬さん、瀬尾さん。
また田

た ぢ

地祐
ゆうぞう

造さんを、10 月１日付で委嘱します

ＮＰＯ法人

宝くじ助成　（財）自治総合センターが主宰するコミュニティ助成事業

小林に移住し、活性化を支援
地域おこし協力隊に４人委嘱

地域おこし協力隊

西 町三区では、小林中央地区体育館に物置
を設置し、折りたたみイスと会議用テー

ビルを整備。西
に し づ る

水流 清
きよし

区長は「敬老会などの
行事で活用し、住民の交流を深めていきたい」
と話していました。（助成額 200 万円）

緑 町区では、みどり会館敷地内に物置を設
置し、環境美化のための刈払機やリヤ

カー、交流活動のための室内用ペタンクなどを
整備。山

やまぐち

口秀
ひ で き

喜区長は「住民の絆を深めていき
たい」と話していました。（助成額 130 万円）

西町三区と緑町区に、地域活動に必要な備品などを整備

市 内のＮＰＯ法人間で連携し、情報交換
や研修などを行う小林市ＮＰО法人

政策連絡会の設立会が、８月 30 日、市民活
動支援センターでありました。ＮＰＯ法人間
が連携する組織は、県内初の試みとなります。
設立会では、参加するＮＰＯ法人や関係者ら
40 人が出席。環境や子育て、自殺防止など
多様な活動に取り組む各団体が活動内容を紹
介したほか、県ＮＰＯ活動支援センター井

いのうえ

上
優
ゆう

センター長の講演がありました。

事務局は同センターに置き、今後、企画力向上や
補助金獲得のための研修などを行っていきます
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※コミュニティ助成事業とは、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源として実施
　している助成事業です
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